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１ 開会 

事務局 
（尾澤市民安全課長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会長挨拶 

蒲谷市長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございま

す。 

 初めに、本日の配布資料についてご説明いたします。 

 

○ まず、次第がありまして、その次から本日の資料となり

ます。 

○ その他に、協議会の委員・出席者名簿を配布しておりま

すのでご確認をお願いいたします。 

 

 開会に先立ちましてご報告申し上げます。本協議会は、横

須賀市国民保護協議会条例第４条第２項の規定によりまし

て、会議の開催には過半数の委員の出席が必要となります

が、代理も含め、半数以上の委員のご出席をいただいており

ますので、会議は成立しておりますことをご報告申し上げま

す。  

それでは、ただ今から、横須賀市国民保護協議会を開会い

たします。開会にあたり、横須賀市国民保護協議会会長であ

ります、蒲谷横須賀市長からごあいさつ申し上げます。 

 

 本日は、たいへんお忙しい中、横須賀市国民保護協議会に

ご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

また、皆様には日ごろから、本市の安全・安心行政をはじ

め、市政全般にわたり、ひとかたならぬお力添えをいただい

ており、この場をお借りして、改めて厚くお礼申し上げます。 

 さて、一昨日の２月２日には、多くの関係機関のご協力を

いただき、横須賀市国民保護訓練を実施いたしました。 

今回の訓練は、事案対処機関の連携強化を図るため、爆破

テロ被害に対応する実働訓練を実施し、特に横須賀警察署に

は多大なるご協力をいただきました。厚く御礼申し上げま

す。 

また、発生現場と本部との情報伝達や市の対応について検

討するために本部訓練を実働訓練と同時進行で開催しまし

た。 

さらに、午前中の訓練から事態がさらに進展したとの想定

で図上訓練を、陸上自衛隊、海上保安部、神奈川県及び警察

と合同で開催し、機関相互の連携、支援や避難計画について

検討しました。 

各機関におかれては、大変お忙しいところご参加いただ
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２ 報告 

（1）平成20年度事業報

告 
蒲谷市長 

 
 
 
 
 
 
事務局 
（鵜飼市民安全課主査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

き、ありがとうございました。 

 このように市が主催する訓練に多くの機関が参加してい

ただけることは、平素から情報共有、意見交換を通じた関係

機関相互の顔の見える関係が構築されていることと、非常に

頼もしく感じております。 

この訓練の結果については、後ほど事務局から報告があり

ますが、訓練の中で明らかとなった課題を検討し、今後、マ

ニュアルの改正へと進めてまいります。 

今後も本協議会を通して、より強固な連携体制を構築して

まいたいと思いますので、今後ともご協力のほどよろしくお

願いいたします。 

  

 

  

それでは、私がこの会議の進行役を務めさせていただきま

す。 

次第の２の報告（1）平成20年度の事業報告を、事務局から

報告してください。 

なお、皆様からのご質問、ご意見については、すべての説

明が終了してから、一括してお受けいたしますので、ご了承

ください。 

 

〔平成20年度事業報告〕 

全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）の整備 

・ 平成20年12月にアンテナの設置が完了 

・ 平成21年２月中に本体機器設置工事を実施と試験電波の

受信試験を行う予定 

・ 本年度中の稼動を予定しており、稼動後は全 405基の防

災行政無線子局で放送 

・ 放送項目は、武力攻撃事態等における警報、緊急対処事

態等における警報及び津波警報等 

・ 緊急地震速報の放送は当面実施しない 

国民保護訓練（H21.２.２）の実施結果 

・ 当日撮影した動画や写真を用いて訓練目的及び実働、本

部、図上の各訓練のポイント、現時点で判明した課題等

の訓練概要を説明 

・ 今後アンケート実施し、訓練上、判明した課題などを整

理し、結果報告書を作成 
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訓練監修者：宮坂委員の

発言 

蒲谷市長 

 

 

 

 

 

宮坂委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 報告 

（2）平成21年度事業予

定 

３ 基本指針の変更 
蒲谷市長 

 
 
事務局 
（鵜飼市民安全課主査） 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

事務局の説明にありましたとおり、この国民保護訓練につ

いては、本協議会の宮坂委員に監修をお願いしておりまし

た。ここで宮坂委員から、今回の訓練について、監修者とし

て一言お願いしたいと思います。宮坂委員、よろしくお願い

いたします。 

 

〔訓練監修者からの一言〕 

・ 訓練には多くの機関にご参加いただき、お疲れ様でした。 

・ 爆発が発生した実働訓練からスタートし、本部訓練では

市長自ら対策を検討、さらに午後の図上訓練は関係機関

がそれぞれの部屋に分かれて事態認定後の避難対策など

を検討する、非常に中身の濃い盛りだくさんの訓練でし

た。 

・ これら午前と午後の３つの訓練を通じて、それぞれの課

題もかなり明確に出てきたと思いますので、その点が良

かったと思います。 

・ 事務局におかれましては、反省点や要望をとりまとめ、

次年度の国民保護訓練に生かしていただければ幸いで

す。 

 

 

 

 

続いて、次第の２の報告（2）平成21年度の事業予定及び

次第の３の「国民の保護に関する基本指針」の変更について

事務局から説明してください。 

 

〔平成21年度 事業予定〕 

Ｊ－ＡＬＥＲＴの啓発 

J-ALERTを広く周知し、警報発令時に市民に適切に対応し

てもらうため、各種メディア等を用いて広報活動を実施 

・広報紙、ホームページ 

・ケーブルテレビ・ミニFM番組 

・テレホンサービス 

・講演会・出前トーク、各種訓練において啓発用ティッシュ

の配布 

・大規模集客施設等への周知 
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質疑 
蒲谷市長 

 
 
 
４ 閉会 

蒲谷市長 
 
 
 
 
 
 
事務局 
（尾澤市民安全課長） 
 
 
 
 
 

安全・安心カレンダーの作成 

パンフレットによる啓発は一過性になることがあるため、

防災や防犯、危機管理の情報を一元化したカレンダーを作成

し、各種安全情報を季節に応じて継続的に提供することで、

市民の安全・安心を推進する。 

・ 作成部数 １０，０００部 

国民保護訓練の実施 

・ 避難誘導などを含む実働訓練を検討 

 

〔国民の保護に関する基本指針の変更〕 

・ 現地調整所の活用 

これまでの訓練の成果、マニュアル整備等を踏まえて、現

地関係機関の部隊が現場で活動を円滑に調整するための

仕組みについて新たに記述 

・ 合同対策協議会について 

現地対策本部長が、国や地方公共団体等の関係機関の間に

おける情報共有や意思の統一を図るために開催する会議

について新たに記述 

 

それでは、事務局からの説明は以上となります。 

これまでの説明、またそれ以外のことでも結構ですので、

皆様から、ご質問、ご意見がございましたら、ご発言をお願

いいたします。 

 

特に、ご発言がないようですので、これを持ちまして、本

日の会議を終了させていただきたいと思います。 

本日は、お忙しい中、本協議会にご参加いただきありがと

うございました。 

今後とも、本市の安全・安心行政にご協力のほどよろしく

お願い申し上げます。 

それでは、進行を司会へ返します。 

 

以上を持ちまして、本日の横須賀市国民保護協議会を閉会

させていただきます。本日は、誠にありがとうございました。 

 

 


